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実験の背景実験の背景実験の背景実験の背景実験の背景実験の背景実験の背景実験の背景

位相位相位相位相CTによるによるによるによる3次元屈折率次元屈折率次元屈折率次元屈折率

分布測定の確立分布測定の確立分布測定の確立分布測定の確立分布測定の確立分布測定の確立分布測定の確立分布測定の確立

X線CTの原理を利用
物質を通過する際に

・・・・X線線線線

X線CTの原理を利用

・・・・X線線線線
振幅が減衰

・光（プローブビーム）光（プローブビーム）光（プローブビーム）光（プローブビーム）

医療で使用されるCT
（http://www.lnet.info/lung/inspection/how/ct02.html
より引用）

位相が変化

干渉画像を多角度から得ることで干渉画像を多角度から得ることで干渉画像を多角度から得ることで干渉画像を多角度から得ることで干渉画像を多角度から得ることで干渉画像を多角度から得ることで干渉画像を多角度から得ることで干渉画像を多角度から得ることで

気体の温度分布・プラズマ密度の三次元計測が可能気体の温度分布・プラズマ密度の三次元計測が可能気体の温度分布・プラズマ密度の三次元計測が可能気体の温度分布・プラズマ密度の三次元計測が可能



研究の目的研究の目的研究の目的研究の目的研究の目的研究の目的研究の目的研究の目的

特定の入射角から特定の入射角から

しか干渉画像が得
られない

問題点問題点問題点問題点

角度が不完全な投影データでの問題点

屈折率分布屈折率分布屈折率分布屈折率分布投影データ投影データ投影データ投影データ

再構成画像の歪み再構成画像の歪み再構成画像の歪み再構成画像の歪み
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データを得た際のデータを得た際のデータを得た際のデータを得た際の
有効性の評価有効性の評価有効性の評価有効性の評価 を行う

ξ[pixel]

η
[p

ix
e
l]

Θ
[°

x[pixel]有効性の評価有効性の評価有効性の評価有効性の評価

ξ[pixel]

η
[p

ix
e
l]



再構成の手順①（アルゴリズム）再構成の手順①（アルゴリズム）再構成の手順①（アルゴリズム）再構成の手順①（アルゴリズム）
屈折率分布 f(ξ,η) 

再構成の手順①（アルゴリズム）再構成の手順①（アルゴリズム）再構成の手順①（アルゴリズム）再構成の手順①（アルゴリズム）

・逐次近似法を使用
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ξ[pixel]
投影データ X(x,θ) 

順問題、逆問題を繰り返し解くことで

目的とする分布に近付ける
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再構成の手順②（順問題：内部分布再構成の手順②（順問題：内部分布再構成の手順②（順問題：内部分布再構成の手順②（順問題：内部分布→投影データ）投影データ）投影データ）投影データ）再構成の手順②（順問題：内部分布再構成の手順②（順問題：内部分布再構成の手順②（順問題：内部分布再構成の手順②（順問題：内部分布→投影データ）投影データ）投影データ）投影データ）
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再構成の手順③（逆問題：投影データ再構成の手順③（逆問題：投影データ再構成の手順③（逆問題：投影データ再構成の手順③（逆問題：投影データ→内部分布）内部分布）内部分布）内部分布）再構成の手順③（逆問題：投影データ再構成の手順③（逆問題：投影データ再構成の手順③（逆問題：投影データ再構成の手順③（逆問題：投影データ→内部分布）内部分布）内部分布）内部分布）
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再構成結果の比較再構成結果の比較再構成結果の比較再構成結果の比較

元の分布

再構成結果の比較再構成結果の比較再構成結果の比較再構成結果の比較

右上の分布を作成し、

各条件で再構成を行った。
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(a)全方位角 (c)-45<θ<45＆
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(b)-45<θ<45(a)全方位角
（θ方向180点）

(c)-45<θ<45＆
Θ＝９０（重み50倍）

(b)-45<θ<45
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=0.040 =0.086 =0.051

分布の誤差
ξ[pixel]

=0.040 =0.086 =0.051



結論結論結論結論結論結論結論結論

角度が不完全な投影データの精度向上のため、別角度から角度が不完全な投影データの精度向上のため、別角度から角度が不完全な投影データの精度向上のため、別角度から角度が不完全な投影データの精度向上のため、別角度から
投影データを追加投影データを追加投影データを追加投影データを追加投影データを追加投影データを追加投影データを追加投影データを追加

別角度から投影データを得た際の再構成が有用であること別角度から投影データを得た際の再構成が有用であること別角度から投影データを得た際の再構成が有用であること別角度から投影データを得た際の再構成が有用であること別角度から投影データを得た際の再構成が有用であること別角度から投影データを得た際の再構成が有用であること別角度から投影データを得た際の再構成が有用であること別角度から投影データを得た際の再構成が有用であること
がわかったがわかったがわかったがわかった

今後の課題今後の課題今後の課題今後の課題

・最適な重み付け

・再構成プログラムの三次元拡張・再構成プログラムの三次元拡張

・アーチファクトの軽減


